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HiZ-GUNDAM (High-z Gamma-ray bursts for Unraveling the Dark Ages Misson)とは、2030年頃に打ち上
げを目標とした、JAXAの公募型小型衛星計画 5号機の候補の一つである。この衛星計画は、宇宙最大規模の爆
発現象であるガンマ線バースト (GRB)の観測を通して初期宇宙を探査することと、重力波観測と協調して中性子
星連星合体に伴うキロノヴァ観測を通してブラックホールが誕生した瞬間の極限時空周辺での物理現象を理解す
ることを主目的としている。
この衛星に搭載する近赤外線望遠鏡は、0.5-2.5 µmの範囲で 4バンド同時分光観測を行う光学設計となってい

る。しかし、十分な S/N比を確保するためには、望遠鏡筐体温度を 200K以下、および赤外線検出器を 150K以
下に冷やされなければならない。また、ドーンダスク軌道を取るため、サンシールドを用いて太陽から赤外線望
遠鏡へのの熱入力はある程度軽減できるが、GRB追観測時の最悪条件における観測姿勢では地球からの赤外線に
よる熱入力により望遠鏡筐体温度が上がってしまうという問題点がある。現在は本衛星計画は概念検討を行なっ
ている段階であり、搭載機器の構成や配置などについても検討中であるが、さまざまな姿勢における周辺機器や
地球からの熱入力量の十分な把握は衛星の熱設計において不可欠である。
本発表では、様々な姿勢に対して行われた望遠鏡の熱解析の結果について紹介し、その解析を基にした望遠鏡

の熱設計の成立性について報告する。


